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デジタル版

おおたま学園コミュニティ・スクール便り
No.３６ おおたま学園コミュニティ・スクール委員会

令和６年３月２２日発行 事務局：大玉村教育委員会内 連絡先：４８－３１３８

【第５回コミュニティ広場(第1５回教育フォーラム)を開催しました】

令和６年２月１７日（土）改善センターに於いて、第５回おおたまコミュニティ広場(第 15 回大玉
村教育フォーラム)が開催されました。今年は参加者を限定せず開催し、村民が顔を合わせてのコミュ

ニティ広場は来賓を含めて１０３名の参加により開催されまし

た。小・中学生を始め様々な地域の方々にご参加いただき、和

やかな中にも真剣な話し合いが行われました。

主催者挨拶＜概要＞

ＣＳ委員会会長 矢吹 吉信

本日のコミュニティ広場は今年で１５回目を迎えます。歴史

ある大玉村の教育には欠かすことのできない大切な行事となっ

ております。大山小学校、玉井小学校、そして大玉中学校の子

どもたちが、ふるさと大玉村の未来を語り合い、皆さんと共有

し、様々な視点で皆さんと考えるきっかけになればと思ってお

ります。

本日発表してくださる児童・生徒の皆さん、本日までの準備本当にお疲れさまでした。この準備

で大玉村の宝物をたくさん発見したと思います。今日は元気よく発表してください。楽しみにして

おります。それでは、皆さん、今日一日お世話になります。よろしくお願いいたします。

第１部 小・中学生の発表『伝えよう！大玉

村の魅力と未来』の概要

１ 大山小学校５年生「もっと知ろう！大玉村の

ひみつ調査隊」

（１）安達太良山チーム

〇 認定されている百名山 … 日本百名山、新日

本百名山、うつくしま百名山、花の百名山

〇 安達太良山のはたらき

〇 温泉 … 岳温泉、安達太良温泉（アットホー

ム）

〇 過去の火山活動について … 沼ノ平で噴火（１９００年、作業員７人が死亡）

〇 安達太良山クイズ ～略～

〇 まとめ

・美しい自慢の山

・オーバーツーリズムの危険性…観光客が増えて、ゴミや騒音など環境が悪化

環境と客のバランスが大事

（２）水チーム

〇 遠藤ヶ滝（藤盛遠伝説） 〇 杉田川（安達太良山付近を水源とし、村内を流れている。最も

距離が長い。） 〇 三日月の滝（石が顔に見える） 〇 安達太良川（住宅地を流れている）

〇 水のきれいさ
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￮ 大玉村は水が豊か。特に山が多いので、雪解け水が豊富なので全国的に見ても水がきれいな

所である。

￮きれいな水の風景

・滝が川の流れや日に当たって、虹色になっている。周りの自然と調和している。

・翼股石…杉田川、安達太良川に分かれる所

・七瀬川上流の三ツ森ため池

【まとめ】

￮大玉村の自然は、全国的に見ても美しく豊かである。

￮おいしい水のお陰で、おいしいお米や野菜ができる。

２ 玉井小学校６学年「ふるさとの過去・現在・未

来とつながる」

（１）創立１５０周年をふり返って

〇 村の統合と学校

明治２２ … ２つの村に統合（大山村・玉井村）

明治２９ … 現在地に校舎が設立された（玉井

尋常高等小学校…多くの児童数、国定教科書等）

大正時代 … 新校舎が建てられた（高等科、農

業科もあった ＊世界恐慌、関東大震災により

り産業や経済は苦しかった

昭和１６年～ 太平洋戦争（学童疎開、大玉村から戦死として関わった人８５１名、うち戦死

者２７０名）

昭和２０．８ 終戦（食料、医療、住居等のない厳しい生活。農家は働き手を失う）

昭和２２ … 学校教育法施行（義務教育９年、学校給食スタート等）

昭和３０ … １つの村＜大玉村＞に統合された（大玉村立玉井小学校と改称）

昭和４４．２．２５ 現在の玉井小第１期工事完成 → 翌年２期工事完了

＊素晴らしい校舎、水洗トイレ等

平成２３．３．１１ 東日本大震災（大玉村…全壊６、半壊２７、一部損壊７４３、道路・野

内・水道施設等に大きな被害）

令和２～ 新型コロナの世界的大流行 → 社会生活、教育活動等に大きな影響

・令和４．５～ 日々の生活に戻りつつある（そば祭、うまいもの祭等の再開）

（２）大玉村の未来

① 大玉村の農業（未来の姿は?・・・）
水田の水の温度調節等をＡＩが管理、先進のテクノロジーの活用 ⇒ 人手不足を解消

② 生活全般

未来の食べ物 … サプリ、昆虫を使ったもの（研究が進んでいる）

医療 … ＡＩや機械（ダビンチロボット等）の活用 ⇒ 医師・看護師の人手不足解消

建築 … ３Ｄプリンターの活用 ⇒ 人手不足の解消、コスト軽減

ただし、「耐震性が低い」等のデメリットもある ⇒ 専門家による研究継続

教育 … メディアの更なる活用（今後も進化）

コミュニケーションの重視（実際に会って感情を伝え合う、相手の気持ちを理解する）

その他 … 環境問題について（気候変動・地球温暖化、ＣＯ ² 削減<森林破壊､水素自動車>）

【 平和で明るい世界に！ 】

◎ ＡＩと人間が手を取り合い、共存する社会に！

◎ 周りの人とのコミュニケーションを大事にし、ＡＩをうまく利用していく
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３ 大玉中学校「貢献のカタチ～大玉村から教えてもらうこと、そして、大玉村のためにできる

こと～」

（１）生徒会の実践「学校や地域をよりよくす

るために」

￮ 花畑運動 … 種から育てたマリーゴールド

のプランターを各施設へ寄贈

￮ 虹の架け橋郵便運動 … 一人暮らしの高齢

者等へ（手紙や葉書、イラストやメッセー

ジ等）

￮ アルミ缶回収 … 収益金を活用（今年度は

児童館に玩具を贈る<約３００㎏>）

￮ エコキャップ回収 … 約３９２㎏（ワクチ

ンに変換され貧しい国に贈られる）

￮ 地域の方に喜んでいただき、心のつながりを感じた。

（２）総合的な学習の時間の実践

① １学年「大玉村の産業を活性化するためには」

￮ アート表現班 … トラックを使い走る看板をつくる（ペイント：大玉村のことを宣伝）

￮ スポーツ班 … あだたら健康マラソンの知名度向上作戦（県出身のマラソンランナーを招待、

大会の様子をドローンで撮影し配信）

￮ 科学技術班 … スマート農業へ（ロボット、ＡＩの活用）→ 農薬や水の管理、限られた人数

で広い面積の作付けが可能

￮ 実行する上での課題を調べ、経費や人材不足等の難しさについてもふれることができた。

② ２学年「職場体験」

￮ 農家、教育関係、各施設、消防署、警察署等、幅広い職業の中から各自が選択

ex.直売所で … 農作物の収穫の仕事を体験。また、その食材を昼食のカレーに用い調理

農家の方に「野菜出荷までの流れ」や「仕事に対する考え」等の話を聞く。

￮ 見聞きするだけでは分からない仕事を体験し、自分の将来について考えるよい機会になった。

￮ 台湾との交流「友好の翼」の報告 … １２／２６から５日間、台湾の大竹國民中学校を訪問

（授業体験、文化交流、台湾湾の歴史にふれる）

③ ３年生の実践「ふるさとに貢献」（６つの班）

￮ 福祉・医療 ￮ 環境 ￮ 観光・流通 ￮ 農業 ￮ 国際交流 ￮ 教育

ex.環境「堆肥チーム」（校内の雑草・落葉を堆肥化し、村内の各施設へ送る）…循環サイクル
による貢献

￮ 地域交流を通して理解を深め、自分たちができる活動を考え行動した。

￮ ３年間でふるさとについて多くのことを学び、たくさんの出会いがあった。

【まとめ】

◎ 大玉村のよさ（学校と地域の深いつながり）を生かした活動を考える

◎ 大玉村の魅力を村内の人々と共有し、誇りをもつ

◎ SNS等を活用し情報を発信する
◎ 地域の行事に参加し、密接に関わる
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第２部のフリートークでのご意見から

（テーマ：SNSなどの利用を自分でコントロールし、デジタル時代のよき使い手となるために

はどうしたらよいか？）

幼稚園､小学校､中学校の先生方や保護者、地域住民、小・中学生が混在した１４のグループを作り、

上記のテーマについて話し合いました。その主なものやアンケート集計結果についてお知らせします。

【フリートークの概要】（「現状」「課題」「課題解

決ためのアイディア」）

□ 現状について

〇 使用し始める子が低年齢化している

… 高校生→中学生→小学生

〇 小学校高学年からスマホを持っていて、ＬＩＮ

Ｅをしている。（どちらかというと女子が多い）

〇 中学生はクラスの２／３が所有し、ＬＩＮＥの

使用者は約８割いる。

＜学校で＞

〇 学校では個人毎にタブレットを使用して学習している。休み時間は使わず、友だちと遊んだり、

交流を楽しむように仕向けている。ただ、中にはタブレットを使って過ごす子もいる。

〇 教育現場ではデジタル機器、ＳＮＳ等について真剣に考え指導している。（情報モラル教育）

■ 課題（問題点）

〇 横読みに慣れてしまっているため、縦読みがしずらくなっている。

→ 国語科の学習にやや悪影響（読書にも）

〇 １日の使用時間 … コントロールできる子、できない子（「ついつい長く…」）の差が大きい。

〇 毎日使用していて宿題に集中できないこともある。

〇 なかなかつながりが切れない、ＬＩＮＥが続いてしまう。

〇 どうしてもスマホが気になってしまいがち

〇 被害者にも加害者にもなる可能性がある。（投稿、メッセージ等に巻き込まれてしまう危険性）

〇 家庭（個人）差が大きい。

→ 家庭内のルールがきちんとある場合はトラブルなく各自使い方をコントロールできている。

★ 課題解決のためのアイディア

☆ 家庭（与える責任） ☆ 学校（教える責任）

￮ 親子で話し合い家庭のルールづくりをする ⇔ ￮ 情報モラル教育を充実させる

・年齢に応じて（時間制限、フィルタリング） ￮ 家庭との連携

・本人が納得できるように ・日頃の信頼関係が基盤

・交流のある子の家のルールも確認する

￮ 作ったルールを可視化する

・掲示するとか…

￮ 生活スケジュール作り

・家族全員で取り組むとより効果的

￮ 日頃のコミュニケーションを大事にする ☆ 問題が発生した時

・家族の時間を大切に<食事の時間等> ￮ すぐに相談できるように

・余暇時間<一緒に動画を観るとか…> ・対応の仕方を教えておく（明確化）

・親、教師、友だちに相談

・各種相談窓口利用
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◇ 事後アンケートの集計結果について

１ 第１部小・中学生の発表（プレゼン）について

〇 「とてもよい」８４％ 「よい」１６％ Ｑ１小・中学生の発表はいかがでしたか？

〇 各校の１年間の取り組みがよく分かり、内容的にも素

晴らしかった。発想のよさやふるさとを愛する気持ち

に溢れた発表であることを賞賛する記述が多かった。

〇 参加した小中学生にとって、他校の発表の様子を見る

ことができ参考になったことが多かったようである。

〇 主な感想

・ 自分も良い発表ができたのですが、中学生のお話が特

に良かったので、６年生になったとき参考にしたいと思

います。（小学生）

・ 子どもたちの学習の中でふるさと大玉村を学び、よく

していきたいという気持ちが伝わりました。地域も子どもたちと一緒に「いい村づくり」ができること

を願っています。（保護者）

・ 小・中学生の発表では、３校とも学びの成果をしっかり発表していて素晴らしかったです。子どもた

ちの発表をより価値づけるためにも、発表後に会場の方々から感想を聞けるような時間が確保されると

ありがたいと思いました。（教職員）

・ 子どもたちの発表は、発達段階や各学校の特色がよく出ていて大変面白かった。よく調べているし、

よい活動をしていると思う。（ＣＳ委員）

２ 第２部フリ－トークについて

〇 「とてもよい」８０％「よい」１６％「未回答」４％ Ｑ２ フリートークはいかがでしたか？

〇 主な感想

・ コミュニティ広場を通して、改めて自分の行動をふり

返れて、これからどのようにしようか等も考えることが

できました。考えたことを実行できるようがんばりたい

です。（小学生）

・ 子どもと大人の意見を知ることができた。大人の方の

意見を聞いて、さらにＳＮＳについての考えや使い方に

ついて理解を深めることができてよかった。（中学生）

・ 子どもたちと一緒に話すことで、子どもたちの思いも

知ることができ、たいへん有意義な時間となりました。開催に向けてご準備いただいたＣＳ委員の皆様、

教育委員会事務局の皆様お世話になりました。ありがとうございました。（保護者）

・ フリートークのテーマが具体的で話もまとめやすかった。（地域住民）

・ 小・中学生を交えて意見交換ができ、大人も考えられないアイディアが出てはっとさせられ、とても

良い経験ができた。楽しい時間をありがとうございました。（教職員）

とてもよい
84%

よい

16%

とてもよい
80%

よい
16%

未回答
4%
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・ 子どもたちの視点でＳＮＳについて話を聞くことができたのでとても参考になった。また、改めて

ＳＮＳのメリット、デメリットについて学ぶことができた。（ＣＳ委員）

・ 難しい題でしたが、マイナス面ばかりに目を向けずに良い面もたくさんあること、ある程度のルール

を作ればＳＮＳを使うことは良いこともあることを学べました。また、ＳＮＳだけに頼らず、他に自分

が興味を持てることを大人が仕掛けることで、自然と依存しなくなるのではという意見が出て、とても

よいことだなと思いました。大人の私たちは、「怖い」とか「いやだなあ」とマイナスなことばかり見

るのではなく、スマホ、インターネットは今の社会に必要なことになるので、自分で考えて上手に使え

るように導いてあげなくてはいけないんだなあと気付かされました。とても勉強になったコミュニティ

広場でした。（その他）

・ 今回、フリートークでは小・中学生に質問して答えてもらうことからスタートしたので、子どもたち

が積極的に話している姿が見られた。（その他）

３ その他、全体的な感想、取り組んでみたいこと等

〇 主な記述内容 Ｑ３ 今日の話し合いや発表から、自分でも何か

・ 村長がおっしゃった「大玉中を拠点に仮想おおたま学 取り組みたいと思いましたか？

園として」が根付いていると感じます。自分も玉井小卒、

大玉中卒で、今は子どもが玉井幼にいて職業は教師です。

様々な地域の様々な学校に勤めてきましたが、「ああ、

大玉でよかった」と心底思います。小５→小６→中１・

２への確実なスキルアップの様を目の当たりにし、村内

の子どもたちが１年間ずうっと村のことに思いを馳せ

る経験は、確かに今後の未来を変えることとワクワクし

ました。（保護者）

・ この取り組みの良さが全村民の共通認識になると良いと思います。（地域住民）

・ 第２部の話し合いが予想よりも盛り上がり、時間が足りないくらいだったので、第１部の子どもたち

の発表を縮小してもよいと思った。子どもから大人までが活発に意見を交換できる機会、雰囲気はなか

なかないので。毎年発表校をかえて３校ローテーションでというのはいかがか。学校の負担も減ると思

う。（ＣＳ委員）

４ 今後の CSで取り組んで欲しいこと等

〇 「お金（マネーリテラシー）」についても話し合う場があると、教育フォーラムでいろいろな話し合

いができそうだと思っています。（教職員）

〇 この会をもっと広く、大きくして話し合いをすることができれば良いと思いました。＜小・中交流＞

（教職員）

〇 児童・生徒の不登校問題や精神的な問題について話し合っていただきたい。（その他）

とてもそう思う
60%

そう思う
39%

未回答
1%


